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1.　今回 は中学生を対 象に母 指長 の測定 と，長 さの異

な るぬい 針を用い てなみぬいし， 中学生に適 するぬい針

の長 さを求 めるこ ととし た。

2.　喜多方第一 中学校女子生徒全員319 名 の母指長を

測定して，長 さ に よ っ て４分し，そ の両端に属ナ る長

指，短指 の生徒30 名を実験 グル ープ とし た。時期はま

だ学習指導が行 われていない４月上旬，所定 の方法によ

り，長 さの異な る４種 のぬい針を用い て，各 自の 自由な

や り方に よるなみぬいを ５分間行っ た。

次週は規 準通 りのぬい方 を指 導し て練習し た後 ２回目

を行 った。 ３週目に規準通 りで ３回 目を行 った。こ の場

合，ぬい針使 用 の 順序は『 なれ』『つ かれ』が同一針に

集 中しない ようランダ ムに使用し た。

3･　母指長測定の結果は大学生，高校生 よりも上廻っ

たので，針長：指長の比は低下した比率であ る。なみぬ

い実験の結果を長 さ，目数，正確率の成績を，前回通 り

の方法で平均値を求めた。針長：指長の比は８通 りある

が，その順序は，長指群の比率1:0.60 ＞0.65 ＞0.55 ＞

0.51 の順序である。 し か し 短指群は既に比率1:0.66

が最低であって,  0.71, 0.78, 0.84 の比率は不適当な範

囲に入るので，一般に悪 い成績をもたらした。 また実施

回数間の相関関係は,  1 回と３回の間が１回と２回の間

よりも正相関であった。 この結果 ，中学生の縫製能率を

向上 させるには，規 準の方法によって練習ナれば効果 が

あると考えられる。


